
                              

 

  
 
 
 
 
 

　　　　　　　　　　　　 

校長　小村　隆典 

　９／２６（金）の体育祭では、生徒たちの輝く笑顔や真剣な眼差しなど、

素敵な表情をたくさん見ることができ、素晴らしい一日となりました。３

年生は学校の顔としてリーダーシップを最大限に発揮し、下級生のお手本と

なるような姿を見せてくれました。１・２年生も３年生を支え、明るく楽し

く取り組んでくれました。企画・運営を担当した生徒会執行部や専門委員会、

学年リーダーたちの働きは本当に見事でした。応援合戦はどの団も見応えが

あり、甲乙つけがたいパフォーマンスでした。「体育祭は生徒主体で行う」

という清水生徒会長の言葉通り、３年生が中心となって自分たちで気づき、考え、行動す

る「生徒主体の体育祭」となりました。 

　また、ＰＴＡの皆さまにはグラウンドの草刈りから当日のグラウンド整備、運営に至る

までご尽力いただきました。本当にありがとうございました。 

さて、１０月２日（木）には中間テストが実施され、１０日（金）には第１回河北郡市

統一テスト（３年生対象）があり、進路に向けた動きが本格化します。３

年生はギアチェンジが必要です。また３０日（木）には文化祭・合唱コ

ンクールがあり、学級全員が主体性を発揮することが必要です。イベン

ト盛りだくさんの１０月を、生徒がそれぞれの目標をもって取り組み、

「目指す自分」に近づく月にしてほしいと願っています。 

 

キャリア講演会のご案内 

本校はキャリア教育に力を入れています。１０月は生徒たちが「自らの生き方について

考えるきっかけ」にするために、キャリア講演会を実施します。保護者の皆さまもご都合

がよろしければ、生徒たちとともに聴いていただきたいと思います。（参加申し込み方法

については、既に tetoru で配信させていただきました。） 

 

１０／１７（金）１３：２５～１４：５５　於：本校体育館 

　 講師　　大畠　崇央　氏  

演題　　「夢を叶える３つの魔法」（仮題） 

早稲田大学卒業後、株式会社ナムコのテーマパーク事業部・

企画部を経て、米国ウォルト・ディズニー社の日本支社へ入

社。日本の企画部隊のシニア・プロデューサーとして、企画チ

ームを１０年間統括。上級マーケティング解析士の資格を取得

し、現在はカルチュアル・コンビニエンス・クラブ（ＴＳＵＴ

ＡＹＡ）においてビッグデータを管掌し、顧客行動分析、ＡＩ

開発などを統括している。個人活動として、『ディズニー流感動を生む企画の秘

密』（すばる舎）や『夢を叶える３つの魔法』（すばる舎）を執筆し、その内容を

ベースとした講演会にて、学生からビジネスマン、エグゼクティブ向けに幅広く登

壇し、年間１万人以上の聴講者にその経験を伝えている。https://ohata.info/ 

  
令 和 ７ 年 １ ０ 月 ３ 日 

内灘中学校長 小村　隆典 

生 徒 指 導 部

「生き方について考える」きっかけに



「生徒主体の」体育祭 

９月２６日（金）、本校グラウンドにて体育祭を開催しました。前日の雨天により１日

延期となりましたが、その分の時間を大切に活用し、生徒たちはさらに意欲的に準備に取

り組みました。今年度も「生徒主体の体育祭」をテーマに掲げ、スローガン「ONE FOR 

ALL, ALL FOR ONE」のもと、全員が主役となる体育祭を目指して取り組みました。特

に応援リーダーや生徒会執行部は、競技や応援の内容、進行計画に至るまで自分たちで考

え、主体的に行動していました。特に印象的だったのは、１日延期となった練習日の応援

リーダーたちの姿です。天候が不安定な中で、「もし雨が降ったら室内でどのように練習

を進めるか」「晴れた場合はどの場所でどのように動くか」といった複数のケースを想定

し、事前にしっかりと計画を立てて練習に臨んでいました。限られた時間の中でも、どの

ようにすれば仲間が集中して取り組めるかを考え、自ら動いていた姿に、生徒主体の体育

祭を象徴するような頼もしさを感じました。 

当日は、競技に真剣に取り組む姿や、仲間を思いやりながら全力で応援する姿が随所に

見られ、生徒たちの成長と絆を感じられる一日となりました。 

また、当日の運営には保護者の皆さまにも多大なるご協力をいただきました。この場を

お借りして、感謝申し上げます。このような素晴らしい体育祭を創り上げられたのは、生

徒・保護者・教職員が一丸となって取り組んだからこそです。心より感謝申し上げます。 

　 　 　  

 

10～12 月の生活目標「思いやりの気持ちをもとう」　　 

体育祭の準備段階から、応援リーダーを中心に、仲間への思いやりが感じられる温

かい言葉かけが多く見られました。お互いを認め合い、支え合おうとする姿勢が、行

事全体の雰囲気をよりあたたかく、心の通ったものにしていたように思います。  

２学期後半には、文化祭をはじめとするさまざまな学校行事が

控えています。行事だけでなく、日々の学校生活の中でも、自分

を大切にしながら、相手の気持ちにも寄り添い、思いやりを持っ

て接することができる、そんな人間関係を築いていってほしい

と願っています。

〇10 月の教育センター相談予定 

公認心理士・臨床心理士　髙村先生[木曜日]　橋本先生[金曜日] 

髙村先生　10/16(木)　10/30(木)           　[13:30～16:20]　1 回約 50 分 

橋本先生　10/10(金)　10/24(金) 　　　　　　[13:30～16:20]　1 回約 50 分 

　予約は町教育センター(076-286-5481)まで 

〇岡本先生・山谷先生（スクールカウンセラー）との相談をご希望の方は、担任または担当の中嶋

までお問い合わせください。　内灘中学校(076)-286-0017


